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【 は じ め に 】  

 肝 蛭 症 は 反 芻 動 物 、 ヒ ト の 胆 管 に 寄 生 す る 人 獣 共 通 寄 生 虫 症 で  

発 育 環 で は 中 間 宿 主 で あ る ヒ メ モ ノ ア ラ ガ イ が 必 要 で あ る 。 反 芻

動 物 で は 多 く の 場 合 、 慢 性 経 過 を た ど る が 、 削 痩 、 繁 殖 障 害 等 を

呈 し 、 経 済 的 損 失 を 与 え る こ と が あ る 。 治 療 は 駆 虫 薬 の ブ ロ ム フ

ェ ノ ホ ス 製 剤 で 、 成 虫 に は 効 果 が あ る が 、 幼 虫 に は 効 果 が 完 全 で

な い 。  

【 背 景 及 び 目 的 】  

20 1 9 年 2 月 に 肝 蛭 症 が 発 生 し た A 農 場 は 母 牛 42 頭 、子 牛 20 頭

を 飼 養 す る 肉 用 牛 繁 殖 経 営 で 、 放 牧 飼 養 を 実 施 し て い る 。 飼 養 環

境 は 妊 娠 鑑 定 か ら 分 娩 1、2 ヶ 月 前 ま で 放 牧 で 、分 娩 前 後 は 舎 飼 い

で あ る 。 放 牧 地 は 広 大 な 丘 陵 地 で 、 雨 天 の 際 は 谷 合 の 溝 に 川 が 発

生 し 、 放 牧 中 に 肝 蛭 に 感 染 す る こ と は 避 け ら れ な い 環 境 で あ る

(図 1)。 こ れ ま で 未 実 施 で あ っ た 肝 蛭 浸 潤 調 査 お よ び 駆 虫 薬 投 与

指 導 を 201 9 年 5 月 か ら 開 始 し 、 当 初 は 投 薬 時 期 を 放 牧 直 前 で 指

導 し た が 、 ブ ロ ム フ ェ ノ ホ ス 製 剤 は 成 虫 の み に 効 果 が あ る こ と 、

秋 に お け る 放 牧 帰 還 牛 の 虫 卵 数 が 顕 著 で あ っ た こ と か ら 、201 9 年

11 月 か ら 投 薬 時 期 を 放 牧 直 前 か ら 放 牧 帰 還 直 後 に 変 更 す る よ う

指 導 を 行 っ た 。 今 回 は 、 投 薬 時 期 変 更 後 1 年 間 の 肝 機 能 改 善 効 果

に つ い て 調 査 を 行 っ た 。  

【 材 料 お よ び 方 法 】  

調 査 年 月 と 採 材 頭 数 は 、 投 薬 時 期 変 更 前 （ 放 牧 前 投 薬 ） で あ る

201 9 年 の 秋 に 10 頭 、 投 薬 時 期 変 更 後 （ 放 牧 帰 還 後 投 薬 ） で あ る

202 0 年 の 初 夏 に 38 頭 、さ ら に 同 年 秋 に 13 頭 に つ い て そ れ ぞ れ 採

糞 お よ び 採 血 を 実 施 し た 。  

方 法 は 、 昭 和 式 肝 蛭 卵 簡 易 検 査 法 に よ り 糞 便 中 の 肝 蛭 卵 検 査 を

行 い 、 生 化 学 自 動 分 析 装 置 （ 富 士 フ ィ ル ム メ デ ィ カ ル 、 富 士 ド ラ イ

ケ ム NX 5 0 0 V）に よ り 血 清 中 GGT 値 お よ び GOT 値 を 測 定 し た (図 2)。 

【 結 果 】  

2 0 1 9 年 、2 0 2 0 年 の 調 査 結 果 と 合 わ せ て 虫 卵 陽 性 率 の 結 果 は 図 3-

1、 3-2、 平 均 G G T 値 お よ び G O T 値 の 結 果 は 図 4-1、 個 別 G G T 値 お

よ び G O T 値 の 結 果 は 図 4-2 の と お り と な っ た 。  

虫 卵 の 数 の 見 え 方（ 図 3-2）は 、2019 年 11 月 が 顕 微 鏡 の 視 野 の 中

で 虫 卵 が 大 半 を 占 め て い る の に 対 し て 、 2020 年 の 10 月 は 虫 卵 陽 性

率 と し て は 6 月 よ り 上 昇 し た が 、 虫 卵 の 数 は 6 月 と 同 様 に 視 野 の 中

で 1～ 3 個 程 度 と 少 な い 個 体 が 多 か っ た 。  

図 5 は 農 場 で 2020 年 10 月 に 採 材 し た 肝 蛭 の 中 間 宿 主 で あ る ヒ メ



モ ノ ア ラ ガ イ で あ る 。 放 牧 地 で は 発 見 で き な か っ た が 、 放 牧 地 以 外

の 農 場 敷 地 内 の 水 た ま り で 発 見 さ れ た 。 肝 蛭 虫 卵 は 牛 か ら 検 出 さ れ

て い る の で 、 放 牧 地 の ど こ か に は こ の ヒ メ モ ノ ア ラ ガ イ は 必 ず い る

と 考 え ら れ る 。  

【 考 察 】  

A 農 場 で は 放 牧 中 は 常 に 感 染 源 に 暴 露 さ れ た 環 境 で あ る た め 、 放

牧 帰 還 後 の 投 薬 を 行 っ て も 秋 の 虫 卵 陽 性 率 は 春 を 大 き く 上 回 り 、 完

全 な 駆 虫 は 困 難 で あ っ た 。 糞 便 中 虫 卵 数 は 目 視 で あ る が 投 薬 時 期 変

更 後 の 秋 は 春 と 同 様 の 個 体 が 多 く 、 投 薬 時 期 を 放 牧 帰 還 直 後 に す る

こ と に よ り 、 体 内 の 感 染 成 虫 の 数 を 減 ら す 効 果 が あ っ た と 考 え ら れ

た 。    

肝 機 能 に つ い て 、 投 薬 時 期 変 更 後 は 同 時 点 で の 投 薬 有 と 無 で 差 が

認 め に く い も の の 群 と し て 、 平 均 GG T 値 お よ び GO T 値 は 1 年 で 徐 々

に 低 下 し 、 特 に GG T 値 に 大 き な 改 善 効 果 が 認 め ら れ た 。 GG T 値 は 肝

蛭 感 染 1 か 月 半 後 か ら 上 昇 し 始 め 、 3 か 月 後 に ピ ー ク を 示 し 、 以 後

は 徐 々 に 低 下 す る も の の 、 9 か 月 間 は 高 値 を 持 続 す る こ と が 知 ら れ

て い る 。 一 方 GO T 値 の 上 昇 は あ ま り 明 確 で な い と す る 意 見 が 多 い と

さ れ て い る が 、 重 症 牛 で は 感 染 後 2～ 7 か 月 の 間 は 明 ら か に 上 昇 す

る と も 言 わ れ て い る 。 駆 虫 を 実 施 し て も 肝 臓 や 胆 管 の 障 害 は す ぐ に

治 る わ け で は な い た め 、 GG T 値 や GO T 値 の 改 善 に も 時 間 が か か る と

考 え ら れ た 。  

畜 主 へ の 聞 き 取 り 調 査 で は 、 駆 虫 に よ り 昨 年 か ら 同 じ 量 の 飼 料 給

与 に 対 し て 増 体 は よ く な っ た が 繁 殖 成 績 の 向 上 は ま だ 見 ら れ て い な

い と の こ と で あ っ た 。 放 牧 飼 養 繁 殖 和 牛 に は 手 間 の か か る 定 期 的 投

薬 を あ き ら め ず 継 続 し て も ら う た め に も 、 デ ー タ を 蓄 積 し 投 薬 に よ

る 繁 殖 成 績 等 の 改 善 効 果 を 畜 主 へ 示 せ る よ う 、 今 後 も 指 導 ・ 調 査 を

継 続 し て い き た い 。  
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図1：A農場概要

【調査年月及び頭数】
2019年11月 10頭 ←投薬時期変更前（放牧前）
2020年 6月 38頭 ←投薬時期変更後（放牧帰還後）
2020年10月 13頭

【方法】
糞便:肝蛭虫卵の確認

（昭和式肝蛭虫卵検査法による
沪液を時計皿法により鏡検）

血清:GGT(γ-GTP)およびGOT(AST)の測定
（生化学自動分析装置：
富士フィルムメディカル、富士ドライケムNX500V）

図2：材料および方法
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図3-2：虫卵陽性率(%)

183.8

32.2 51.3
77.3 60.1

42.0

0

50

100

150

200

250

300

1 2 3

平均GGT(U/L)

R2 
6月

R2 
10
月

R1 
11
月

R2 
6月

R2 
10
月

R1 
11
月

112.8

56.5 67.059.2
68.0

59.9

1 2 3

平均GOT(U/L)

R2 
6月

R2 
10
月

R1 
11
月

R2 
6月

R2 
10
月

R1 
11
月

採材
年月

2019年
11月

2020年
6月

2020年
10月

投薬 無 有 無 有 無 有

検査頭数 4 6 12 26 3 10

2019年
11月

2020年
6月

2020年
10月

無 有 無 有 無 有

4 6 12 26 3 10

：正常値範囲

図4-1：平均GGT値およびGOT値
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図4-2：個別GGT値およびGOT値



図5：ヒメモノアラガイ


